
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

計画の目標（めざす姿） 

だれもが自分らしく生きられる三重づくり 

～すべての人々がお互いを認め合い、自由に活動・参画できる、おもいやりの行動でつながる三重づくり～ 

・合理的配慮の提供につながるよう、

サービス提供者へＵＤの意識の浸透

を図る 

 

第５次三重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進計画（2023-2026）（中間案）の概要 

第２章 第４次推進計画における取組の検証 

だれもが暮らしやすいまちづくり（施策体系２）  

○「わかりやすい情報の提供のためのガイドライン」の改訂と多様な主体への展開によるわかりやすい情報の発信の促進 

（拡充） 

○「新しい生活様式」に配慮した「UDイベントマニュアル」の改訂（拡充） 

○ＳＮＳ等を活用したUD に関する情報提供（拡充） 

○公職選挙における障がいのある方の投票への支援（追加） 

○「障害者差別解消法」、「障がいの有無にかかわらず誰もが共に暮らしやすい三重県づくり条例」の趣旨等の周知啓発 

 など 

○駅舎のバリアフリー化（段差解消、多機能トイレの設置、ＩＣカードシステムの導入等）の支援（拡充） 

○タクシー・バス事業者が行うバリアフリー化（ＵＤタクシー、ノンステップバスの導入等）の支援（拡充） 

○「県有施設のためのＵＤガイドライン」の周知と市町や民間の公共的施設への展開 

○UDに配慮された遊具が設置された公園の情報提供（拡充） など 

・県民のＵＤへの関心度を高め、 

おもいやりのある行動につなげる 

 

○「おもいやり駐車場利用証制度」、「ヘルプマーク」の普及啓発 

○「ＵＤのまちづくり学校出前授業」の実施 

○ＵＤアドバイザー養成講座の開催等による人材育成 

○ＵＤの認識を深める学習活動の促進（追加） 

○障がい者スポーツの充実（拡充） 

○認知症の正しい理解の促進（拡充） など 

・「ヘルプマーク」の普及啓発（認知度 78.2%）、 

「三重おもいやり駐車場利用証制度」の普及啓発、

学校出前授業の実施等 

・三重とこわか大会等に伴う障がい者スポーツの充

実、農福連携、ダイバーシティ社会の実現に向け

た取組等 

・「ＵＤの意味を知っており、関心もある」県民の割

合は 53.9％ 

 

ＵＤの意識づくり（施策体系１） 

 だれもが利用しやすい製品・情報・サービスの提供の促進（施策体系３） 

・製品・情報・サービスの提供とい

ったソフト面の満足度が、ハード

面に比べると低い 

・歩行空間（幅の広い歩道、バリアフリー対応型信

号機）の整備 

・交通システム（鉄道駅の段差解消等）のバリアフ

リー化の推進 

・「県有施設のためのＵＤガイドライン」による施

設整備 

・県有施設のバリアフリー化情報の提供 

・「多くの人が利用する施設が使いやすくなったと

実感する」県民の割合は 72.3% 

・公共交通機関の移動円滑化に積極

的に取り組む 

第１章 計画策定の趣旨 

○趣旨 

「三重県ユニバーサルデザイン（ＵＤ）のまちづくり推進条例」に基づいて定める

もので、すべての県民が自由に活動し平等に参加できる社会の実現をめざす基本的

な計画（計画期間：2023～2026 年）として策定 

○ＵＤをとりまく環境の変化 

・「新しい生活様式」、ＤＸ、ＳＤＧｓの取組の進行 

・「地域共生社会」、「ダイバーシティ社会」の実現に向けた取組の進行 

・障がい者差別の解消に向けた取組の進行 

・三重とこわか国体、三重とこわか大会の開催に向けて積み上げたレガシーの活用 

 

 

・「わかりやすい情報の提供のためのガイドライン」

を活用した、だれもがわかりやすい情報提供 

・「ＵＤイベントマニュアル」を活用した、だれもが

参加しやすいイベント実施 

・「ＵＤに配慮された情報・サービス提供を実感す

る」県民の割合は 63% 

Ⅰ 県の推進体制     

三重県ＵＤのまちづくり

推進協議会および庁内会

議等での検討 

取組の視点 

Ｕ
Ｄ
の
意
識
づ
く
り
（ハ
ー
ト
） 

第４章 ＵＤのまちづくりを進める仕組み 
製
品
・情
報
・サ
ー
ビ
ス 

の
提
供
（ソ
フ
ト
） 

Ⅱ・Ⅲ さまざまな主体の役割と連携  

県民の皆さん一人ひとり、市町、ＵＤア

ドバイザー・ＵＤ団体、地域の団体、事

業者の役割・連携 

・「ヘルプマーク」を示しても声か

けがない 

・おもいやり駐車場の利用マナー

がよくない 

・「新しい生活様式」の中で、配慮

や支援を受けづらい 

 

・障がいのある方の社会参加の機

会の確保や高齢化の進展への対

応のため、より高い水準による、

より身近な施設の整備が求めら

れている 

・「バリアフリー法」改正による「心のバリアフリー」の取組の推進 

・「地域共生社会」の実現に向けて 

 

Ⅳ・Ⅴ 計画の進捗管理と見直し      

毎年度取組内容の確認と公表、情勢をふ

まえ適時見直し 

Ⅵ 計画に掲げる施策とＳＤＧｓの関係 

 各施策とＳＤＧｓの関係性を明示 

成果                            課題   
ハートの取組 

取組の方向性 

ま
ち
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
） 

ハードの取組 

ソフトの取組 

○ＵＤをとりまく三重県の状況 

・障がい者、高齢者、外国人等、配慮を必要とする方が共生する社会 

・近隣府県での「大阪・関西万博」「アジア競技大会」開催 

 

・法律の改正に伴う、障がい者差別の解消に向けた取組の推進 

 

第３章 第５次推進計画の取組 


